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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートに連結されるように構成されたガイドと、
　前記ガイドに連結され、前記シートに対して調整経路に沿って移動可能であるように構
成されたヘッドサポートと、
　凹部を備えた面を有するスライダであって、該凹部は該スライダの面が前記ガイドの面
に接触するように前記ガイドを受け入れるスライダと、
　前記ガイドの面に対して前記スライダの面を押圧するように配置された保持具であって
、前記スライダの面と前記ガイドの面との間の摩擦力を維持して、前記調整経路に沿う前
記ガイドに対する前記スライダの意図しない動作を阻止する保持具と
　を備え、
　前記スライダは、前記凹部から前記スライダの外面へ延在する隙間を備え、前記スライ
ダの圧縮が前記スライダの面と前記ガイドの面との間の摩擦力を増大させることを可能と
し、前記スライダの外面は、前記スライダの外面に対する動作に対して前記保持具を少な
くとも部分的に拘束するように構成された少なくとも１つ突起を有する、
　調整可能ヘッドレスト。
【請求項２】
　前記ガイドは、前記ヘッドサポートに取り付けられ、前記調整経路に沿って前記ヘッド
サポートとともに移動可能である、請求項１に記載の調整可能ヘッドレスト。
【請求項３】
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　前記スライダは、前記ヘッドサポートに取り付けられ、前記調整経路に沿って前記ヘッ
ドサポートとともに移動可能である、請求項１に記載の調整可能ヘッドレスト。
【請求項４】
　シートへの据え付けのために形成される据付部をさらに備えた、請求項１に記載の調整
可能ヘッドレスト。
【請求項５】
　前記スライダは、前記据付部に取り付けられる、請求項４に記載の調整可能ヘッドレス
ト。
【請求項６】
　前記ガイドは、前記据付部に取り付けられる、請求項４に記載の調整可能ヘッドレスト
。
【請求項７】
　前記ヘッドサポートは、中央部分と、前記中央部分に対して回動動作のために連結され
る少なくとも１つの羽根部と、を含む請求項１に記載の調整可能ヘッドレスト。
【請求項８】
　少なくとも１つの前記羽根部は、前記調整経路に対して傾けられた回動軸回りの動作の
ために連結される、請求項７に記載の調整可能ヘッドレスト。
【請求項９】
　前記ヘッドサポートに連結されて、前記調整経路に対して傾けられた回動軸を有する回
動装置をさらに備え、前記回動軸回りの前記シートに関する前記ヘッドサポートの回動動
作を可能する、請求項１に記載の調整可能ヘッドレスト。
【請求項１０】
　前記回動装置の前記回動軸は、前記調整経路に対して垂直である、請求項９に記載の調
整可能ヘッドレスト。
【請求項１１】
　前記スライダは、２つ以上の凹部を備えた面を有する、請求項１に記載の調整可能ヘッ
ドレスト。
【請求項１２】
　前記シートに連結されるように構成された前記ガイドを複数備え、前記スライダの面が
備えた前記凹部のそれぞれは、前記ガイドの１つを受け入れる、請求項１１に記載の調整
可能ヘッドレスト。
【請求項１３】
　前記スライダの外面は、前記保持具を少なくとも部分的に受け入れるように配置された
溝を有する、請求項１に記載の調整可能ヘッドレスト。
【請求項１４】
　前記スライダはプラスチック材料から形成される、請求項１に記載の調整可能ヘッドレ
スト。
【請求項１５】
　前記保持具は、前記スライダの外面に沿って延在するように構成された形状を有する、
請求項１に記載の調整可能ヘッドレスト。
【請求項１６】
　前記保持具は、端部と、該端部の間に延在する湾曲部と、を含む請求項１に記載の調整
可能ヘッドレスト。
【請求項１７】
　前記湾曲部はＣ字状である、請求項１６に記載の調整可能ヘッドレスト。
【請求項１８】
　前記保持具の前記湾曲部および前記端部は一体となって、オメガ形状を形成する、請求
項１７に記載の調整可能ヘッドレスト。
【請求項１９】
　前記保持具は金属材料から形成される、請求項１に記載の調整可能ヘッドレスト。
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【請求項２０】
　前記スライダは複数の保持具を支持するように形成され、前記スライダの面と前記ガイ
ドの面との間の摩擦力は、１つまたは複数のさらなる保持具を追加することにより増大す
る、請求項１に記載の調整可能ヘッドレスト。
【請求項２１】
　前記スライダの外面は、前記保持具を少なくとも部分的に受け入れるように配置された
複数の溝を有する、請求項２０に記載の調整可能ヘッドレスト。
【請求項２２】
　請求項１に記載の調整可能ヘッドレストと、
　前記ヘッドサポートに連結され、前記調整経路に対して傾けられた回動軸を有するよう
に構成された回動装置であって、前記回動軸回りの前記シートに関する前記ヘッドサポー
トの回動動作を可能にする回動装置と、
　を備えた調整可能ヘッドレストの一式。
【請求項２３】
　前記回動装置は、前記ガイドまたは前記スライダに連結されるように形成される、請求
項２２に記載の調整可能ヘッドレストの一式。
【請求項２４】
　前記保持具は保持バンドである、請求項１に記載の調整可能ヘッドレスト。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、その内容が全ての目的のためにその全体において参照により本明細書に組み
込まれる２０１５年３月１６日に出願された「摩擦モジュール、摩擦ヒンジ、および、摩
擦モジュールおよび／または摩擦ヒンジを含む調整可能ヘッドレスト」を名称とする米国
仮出願第６２／１３３，７７８号に関係して、その優先権の利益を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　乗物の搭乗者シートは、一般に、シートの上側に設置されたヘッドレストを含む。ヘッ
ドレストの目的は、搭乗者の頭の後側への支持を提供することによって、搭乗者の安全性
および快適性を増大することである。搭乗者の間の異なる高さに適応するために、ヘッド
レストは、しばしば、垂直方向に調整可能であるように設計される。ヘッドレストが垂直
方向に調整されると、ヘッドレストを所望高さに維持することが望まれる。
【０００３】
　航空機シートのヘッドレストは、さらなる設計要求に直面する。例えば、民間航空会社
は燃料費用を低減するための新たな方法を探り続けるので、搭乗者の十分な安全性および
快適性を提供する軽量ヘッドレストを製造することは都合がよい。加えて、複雑でない調
整機構を有するヘッドレストは、保守時間の低減というるさらなる利点を提供し、こうし
て、航空機の就航時間が増大される。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明の態様は、調整可能ヘッドレスト装置およびその機構を含む。調整可能ヘッドレ
ストは、シートに連結されるように構成されたガイドと、ガイドに連結されてシートに対
して調整経路に沿って移動可能に構成されたヘッドサポートと、凹部（recess）を備えた
面を有するスライダであって、該凹部は該スライダの面がガイドの面に接触するようにガ
イドを受け入れるスライダとを含む。調整ヘッドレストは、さらに、ガイドの面に対して
スライダの面を押圧するように配置された１つまたは複数の保持具（retainers）を含み
、スライダの面とガイドの面との間の摩擦力を維持して、調整経路に沿うガイドに対する
スライダの意図しない動作を阻止する。
【０００５】
　本発明のさらなる態様は、摩擦モジュールを含む摩擦モジュール装置および機構を含む
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。摩擦モジュールは、構成要素の間に摩擦力を発生するために、および、経路に沿う互い
に対する構成要素の意図しない動作を阻止するために使用してもよい。摩擦モジュールは
、１つの構成要素に連結されるように構成されたガイドであって、経路に沿って延在する
長手軸を有するガイドと、別の構成要素に連結されるように構成されたスライダであって
、スライダの面がガイドの面に接触するようにガイドを受け入れる凹部を備えた面を有す
るスライダと、を含み、このスライダは、スライダの凹部から外面へ延在する隙間を備え
、スライダの圧縮がスライダの面とガイドの面との間の摩擦力を増大することを可能とす
る。摩擦モジュールは、さらに、ガイドの面に対してスライダの面を押圧するように配置
された１つまたは複数の保持具を有してもよく、スライダが経路に沿ってガイドに対して
動かされるときに、スライダの面とガイドの面との間の摩擦力を維持し、この摩擦力は、
経路に沿う互いに対する構成要素の意図しない動作を阻止するのに十分に構成要素の間に
おいて発生する。
【０００６】
　本発明のさらなる態様は、摩擦ヒンジを含む摩擦ヒンジ装置および機構を含む。摩擦ヒ
ンジは、互いに連結される構成要素のための回動軸を提供してもよい。摩擦ヒンジは、回
動軸に沿って延在する長手軸を有するシャフトを含み、ヒンジ付き構成要素は、ヒンジ付
き構成要素の面がシャフトの面に接触するようにシャフトを受け入れる凹部を備えた面を
有し、このヒンジ付き構成要素は、ヒンジ付き構成要素の凹部から外面へ延在する隙間を
備え、ヒンジ付き構成要素の圧縮がヒンジ付き構成要素の面とシャフトの面との間の摩擦
力を増大することを可能とする。摩擦ヒンジは、さらに、シャフトの面に対してヒンジ付
き構成要素の面を押圧するように配置された１つまたは複数の保持具を有してもよく、ヒ
ンジ付き構成要素が回動軸回りにシャフトに対して動かされるときに、ヒンジ付き構成要
素の面とシャフトの面との間の摩擦力を維持し、この摩擦力は、回動軸回りのシャフトに
対するヒンジ付き構成要素の意図しない動作を阻止するのに十分にヒンジ付き構成要素と
シャフトとの間において発生する。
【０００７】
　本発明は、同様な要素が同じ参照番号を有する添付図面に関して読まれるときに、以下
の詳細な記述から最もよく理解される。複数の同様な要素が存在するときには、単一の参
照番号が、特定要素を示す指定小文字とともに複数の同様な要素に割り当てられているこ
とがある。要素を集合的にまたは非特定の１つまたは複数の要素を示すときには、指定小
文字は省かれることがある。図面には、以下の図が含まれる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】調整可能ヘッドレストの実施形態を示す正面斜視図である。
【図２】図１の調整可能ヘッドレストを示す背面斜視図である。
【図３】内部構成要素を示すように図１の調整可能ヘッドレストを示す分解正面斜視図で
ある。
【図４Ａ】下方位置における図１の調整可能ヘッドレストの構成要素の部分組立体を示す
正面斜視図である。
【図４Ｂ】図４Ａの部分組立体を示す正面図である。
【図４Ｃ】図４Ａの部分組立体を示す側面図である。
【図５Ａ】上方位置における図４Ａの部分組立体を示す正面斜視図である。
【図５Ｂ】図５Ａの部分組立体を示す正面図である。
【図５Ｃ】図５Ａの部分組立体を示す側面図である。
【図６Ａ】下方位置における図４Ａの部分組立体を示す背面図である。
【図６Ｂ】図６Ａの部分組立体を示す側面図である。
【図７】図４Ａの部分組立体の分解正面斜視図である。
【図８Ａ】図１に描かれた調整可能ヘッドレストに使用してもよい摩擦モジュールの実施
形態を示す斜視図である。
【図８Ｂ】図１に描かれた調整可能ヘッドレストに使用してもよい摩擦モジュールの実施
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形態を示す斜視図である。
【図９Ａ】図８Ａに描かれた摩擦モジュールの分解斜視図である。
【図９Ｂ】図８Ｂに描かれた摩擦モジュールの分解斜視図である。
【図１０Ａ】図１の調整可能ヘッドレストに使用してもよいスライダ構成要素の実施形態
を示す。
【図１０Ｂ】図１の調整可能ヘッドレストに使用してもよいスライダ構成要素の実施形態
を示す。
【図１０Ｃ】図１の調整可能ヘッドレストに使用してもよいスライダ構成要素の実施形態
を示す。
【図１０Ｄ】図１の調整可能ヘッドレストに使用してもよいスライダ構成要素の実施形態
を示す。
【図１０Ｅ】図１の調整可能ヘッドレストに使用してもよいスライダ構成要素の実施形態
を示す。
【図１０Ｆ】図１の調整可能ヘッドレストに使用してもよいスライダ構成要素の実施形態
を示す。
【図１０Ｇ】図１の調整可能ヘッドレストに使用してもよいスライダ構成要素の実施形態
を示す。
【図１０Ｈ】図１の調整可能ヘッドレストに使用してもよいスライダ構成要素の実施形態
を示す。
【図１１Ａ】図１の調整可能ヘッドレストに使用してもよいガイド構成要素の実施形態を
示す。
【図１１Ｂ】図１の調整可能ヘッドレストに使用してもよいガイド構成要素の実施形態を
示す。
【図１１Ｃ】図１の調整可能ヘッドレストに使用してもよいガイド構成要素の実施形態を
示す。
【図１２Ａ】図１の調整可能ヘッドレストに使用してもよい保持構成要素の実施形態を示
す。
【図１２Ｂ】図１の調整可能ヘッドレストに使用してもよい保持構成要素の実施形態を示
す。
【図１２Ｃ】図１の調整可能ヘッドレストに使用してもよい保持構成要素の実施形態を示
す。
【図１２Ｄ】図１の調整可能ヘッドレストに使用してもよい保持構成要素の実施形態を示
す。
【図１２Ｅ】図１の調整可能ヘッドレストに使用してもよい保持構成要素の実施形態を示
す。
【図１３Ａ】本発明の態様による保持具を有する摩擦モジュールの別の実施形態の斜視図
である。
【図１３Ｂ】本発明の態様による保持具を有しない摩擦モジュールの別の実施形態の斜視
図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明は、特定の実施形態を参照して本明細書に例示し説明するが、本発明は、示され
た細部に限定されることは意図していない。むしろ、請求の範囲の均等の範囲内で、本発
明から逸脱することなく、様々な変形が詳細においてなされてもよい。
【００１０】
　図面を全体として参照すると、本発明の実施形態は、摩擦モジュールと、摩擦ヒンジと
、調整可能ヘッドレスト装置と、を含む。摩擦モジュールは、互いに対してスライドおよ
び／または回転を行う構成要素の間の摩擦力を提供することが望まれる任意の装置におい
て使用してもよい。摩擦ヒンジは、ヒンジが使用されるかもしれない任意の機構または装
置において使用してもよい。摩擦ヒンジの実施形態は、異なる方向の回転に際して対称的
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または非対称的な摩擦力を提供する。調整可能ヘッドレストは、ヘッドレストが望まれる
任意のシートで使用してもよい。調整可能ヘッドレストは、さらに本明細書に述べるよう
な１つまたは複数の摩擦モジュールおよび／または摩擦ヒンジを含むように形成してもよ
い。
【００１１】
　図１および２は、調整可能ヘッドレスト装置の実施形態を示す。全体的外観として、調
整可能ヘッドレスト３００は、ヘッドサポート３０２と、ガイド３６０と、スライダ３７
０と、を含んでもよい。
【００１２】
　調整可能ヘッドレスト３００のヘッドサポート３０２は、中央部分３１０を含んでもよ
い。中央部分３１０は、搭乗者の頭へ向く前面３１２を有する。ヘッドサポート３０２の
中央部分３１０は、搭乗者の頭のための支持を提供するように形成してもよい。例えば、
ヘッドサポート３０２の中央部分３１０は、凹形状を有してもよい。一実施形態において
、搭乗者が中央部分３１０の凹形状内に頭を位置させる際に、中央部分３１０の１つまた
は複数の横部分３１４は、実質的に搭乗者の頭を取り囲む。
【００１３】
　別の実施形態において、搭乗者が中央部分３１０の凹形状内に頭を位置させる際に、中
央部分３１０の横部分３１４は、実質的に搭乗者の頭を取り囲まない。好適な実施形態に
より、搭乗者が凹形状内に頭を位置させて調整可能ヘッドレスト３００から離れて前方向
を向いているときに、もし、１つまたは複数の横部分３１４が、搭乗者の耳に整合するか
、または、耳を越えて延在するならば、ヘッドサポート３０２の中央部分３１０は、実質
的に搭乗者の頭を取り囲む。さらなる例として、図１に示すように、中央部分３１０の前
面３１２は、単一平面内にあるように平らであってもよい。
【００１４】
　ヘッドサポート３０２は、ヘッドサポート３０２の中央部分３１０に連結される１つま
たは複数の羽根部３２０を含んでもよい。羽根部３２０は、ヘッドサポート３０２の中央
部分３１０へ、例えば、中央部分３１０の横部分３１４へ羽根部３２０の横部分３２４を
取り付けるヒンジ３３０を介して、直接的または間接的に取り付けてもよい。代わりに、
羽根部３２０は、中央部分３１０への取り付けおよび／または連結が行われる調整可能ヘ
ッドレスト３００の他の構成要素への取り付けを介してヘッドサポート３０２の中央部分
３１０に直接的または間接的に連結してもよい。例えば、羽根部３２０は、中央部分３１
０への取り付けおよび／または連結が行われるスライダ３７０、ガイド３６０、および、
他の構成要素の少なくとも１つへの取り付けおよび／または連結を介して中央部分３１０
に連結してもよい。このような構成要素の連結は、１つまたは複数の構成要素の直接的ま
たは間接的接続、付着、取り付け、接合等の、直接的または間接的連結を含む。
【００１５】
　好ましくは、羽根部３２０は、中央部分３１０に対して回転可能である。一実施形態に
おいて、少なくとも１つの羽根部３２０は、調整経路に対して傾けられた軸回りの動作の
ために連結される。羽根部３２０の回転軸は、垂直軸に対してある角度を形成してもよい
。搭乗者の体へ向かう羽根部３２０の回転に際して、羽根部３２０の下部分３２４は、羽
根部３２０の上部分３２６に対して、搭乗者に対しての前進位置にあってもよい。１つの
実施形態において、羽根部３２０の下部分３２４は、搭乗者の首と整合するように形成さ
れる。
【００１６】
　ヘッドサポート３０２は、シート背部に対して調整経路に沿って移動可能であるように
形成される。好ましくは、調整経路は、例えばシートのシート背部と概ね整合するために
、垂直またはほぼ垂直方向にある。ヘッドサポート３０２は、ガイド３６０およびスライ
ダ３７０に連結される。ガイド３６０は、調整経路に沿う方向に延在するように位置させ
てもよい。スライダ３７０は、調整経路に沿うヘッドサポート３０２の動作を容易にする
ようにガイド３６０へ係合および／または取り付けが行われる。
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【００１７】
　ヘッドサポート３０２をガイド３６０およびスライダ３７０に連結することによって、
ヘッドサポート３０２は、調整経路に沿って移動可能である。一実施形態において、ヘッ
ドサポート３０２は、スライダ３７０に取り付けられ、スライダ３７０は、ガイド３６０
へ係合および／または取り付けがされ、ヘッドサポート３０２は、スライダ３７０への取
り付けを介してガイド３６０に連結される。この実施形態において、スライダ３７０は、
調整経路に沿ってヘッドサポート３０２とともに移動可能であってもよい。
【００１８】
　別の実施形態において、ヘッドサポート３０２は、ガイド３６０に取り付けられ、ガイ
ド３６０は、スライダ３７０へ係合および／または取り付けがされ、それにより、ヘッド
サポート３０２は、ガイド３６０への取り付けによってスライダ３７０に連結される。こ
の実施形態によって、ガイド３６０は、調整経路に沿ってヘッドサポート３０２とともに
移動可能であってもよい。
【００１９】
　図２を参照すると、調整可能ヘッドレスト３００は、シート背部への据え付けのために
形成される据付部３４０を含んでもよい。据付部３４０は、さらに、ヘッドサポート３０
２に連結される。一実施形態において、据付部３４０は、ガイド３６０への取り付けを介
してヘッドサポート３０２に連結される。別の実施形態において、据付部３４０は、スラ
イダ３７０への取り付けを介してヘッドサポート３０２に連結される。
【００２０】
　据付部３４０は、調整可能ヘッドレスト３００およびシート背部の少なくとも一方の別
の構成要素への据付部３４０の取り付けを容易にするための取付部３４２を有してもよい
。据付部３４０への取り付けは、溶接、リベット留め、ねじ留め、鋲留め、ボルト留め等
のような機械的、または、接着等のような非機械的であってもよい。図３に示すように、
例えば、リベットは、組立体の構成要素の間の様々な接続のために使用される。例えば、
リベットは、図２および３に示すように、ヘッドサポートのヒンジを固定するのに使用さ
れる。これらのリベットは、図面（例えば図２および３）においてリベット留め状態であ
るように示されていないが、このようなリベット固定具が組立工程を完了するために所定
位置にリベット留めされることは、理解されるであろう。
【００２１】
　据付部３４０の装備は、シート背部へのヘッドサポート３０２および／または調整可能
ヘッドレスト３００の素早い容易な連結を可能とする。加えて、据付部３４０は、乗物内
で調整可能ヘッドレスト３００を使用する結果として、および／または、子供がシートの
背部および／または調整可能ヘッドレスト３００をたたいたり、その他の方法で衝撃を与
えるといった、搭乗者の動作の結果として、据付部３４０が受ける様々な衝撃、力、圧力
、振動等から、調整可能ヘッドレスト３００の内部構成要素、例えば、ガイド３６０、ス
ライダ３７０、保持具３９０、および／または任意の取り付け具を保護することができる
。
【００２２】
　図４Ａないし４Ｃは、据付部３４０を有する例示的な調整可能ヘッドレスト３００の内
部構成要素を示す。この実施形態において、据付部３４０は、ガイド３６０への取り付け
を介してスライダ３７０に連結される。スライダ３７０は、調整経路に対して下方位置に
ある。図４Ａないし４Ｃに例示していないが、ヘッドサポート３０２は、スライダ３７０
に連結および／または取り付けを行ってもよい。
【００２３】
　図５Ａないし５Ｃは、さらに、据付部３４０を有する調整可能ヘッドレスト３００の内
部構成要素を示す。図４Ａないし４Ｃとは異なり、図５Ａないし５Ｃに示されたスライダ
３７０は、上方位置にある。スライダ３７０は、上方位置と下方位置との間において調整
経路に沿う任意の地点に位置させてもよい。従って、ヘッドサポート３０２がスライダ３
７０に連結および／または取り付けがされる実施形態において、ヘッドサポート３０２も
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、上方位置と下方位置との間において調整経路に沿う任意の地点に位置させてもよい。
【００２４】
　他の実施形態において、ガイド３６０は、上方位置と下方位置との間において調整経路
に沿って移動可能である。据付部３４０も使用される実施形態において、据付部３４０は
、スライダ３７０への取り付けを介してガイド３６０に連結してもよい。従って、ガイド
３６０は、スライダ３７０および据付部３４０に対して調整経路に沿って上方位置と下方
位置との間を移動可能であってもよい。ヘッドサポート３０２は、ヘッドサポート３０２
が上方位置と下方位置との間において調整経路に沿う任意の地点に位置することを可能と
するように、ガイド３６０に連結および／または取り付けがなされてもよい。
【００２５】
　ヘッドサポート３０２は、回動装置（図示せず）によって定められる回動軸回りに回転
するように形成してもよい。回動軸は、調整経路に対して傾けてもよく、それにより、回
動軸回りのシートに関するヘッドサポート３０２の回動動作を可能とする。一実施形態に
おいて、回動軸は、シート背部の上側に対して平行である。
【００２６】
　回動装置は、ヘッドサポート３０２が搭乗者の頭へ向かうか、頭から離れるかの少なく
とも一方に回転することを可能とするのに使用してもよい。回動装置は、本明細書で述べ
る回転ヒンジ、または、軸回りの旋回または回転を可能とする任意の他の装置および／ま
たは機構のようなヒンジとして、設計してもよい。好ましくは、回動装置は、ヘッドサポ
ート３０２および調整経路に沿っても移動可能である調整可能ヘッドレスト３００の構成
要素に取り付けおよび／または連結がなされる。一実施形態において、回動装置は、ヘッ
ドサポート３０２およびスライダ３７０に取り付けおよび／または連結がなされ、それに
より、ヘッドサポート３０２が調整経路に沿って移動可能で、回動軸回りに回転可能であ
ることを可能とする。別の実施形態において、回動装置は、ヘッドサポート３０２および
ガイド３７０に取り付けおよび／または連結がなされ、それにより、ヘッドサポート３０
２が調整経路に沿って移動可能で、回動軸回りに回転可能であることを可能とする。
【００２７】
　図７から９を参照して、調整可能ヘッドレスト３００の例示的な内部構成要素について
、さらに以下に開示する。調整可能ヘッドレスト３００の内部構成要素は、さらにガイド
３６０およびスライダ３７０を含む摩擦モジュール１００を含んでもよい。摩擦モジュー
ル１００は、さらに、保持具３９０のような１つまたは複数の保持具を含んでもよい。摩
擦モジュール１００は調整可能ヘッドレスト３００のために構成された実施形態を参照し
て述べたが、当業者ならば、本明細書の記述に基づく他の装置、機器、および、機構の少
なくとも１つにおける摩擦モジュール１００の様々な適用を容易に認めるであろう。例え
ば、摩擦モジュール１００は、互いに対してスライドおよび／または回転を行う２つ以上
の構成要素の間で予め定められた変更可能な大きさの摩擦力が望まれる任意の装置におい
て、きわめて有利であろう。例えば、摩擦モジュール（例えば摩擦モジュール１００また
は摩擦モジュール１００の変形のような）は、様々な産業および適用における様々な種類
の組立体のスライダ構成要素とともに使用されるときに、きわめて有利であろう。例示的
な実施例は、家具、アームレスト、トレイテーブル、延長具、調整具、および、２つ以上
の構成要素が経路または軸に沿ってまたは経路または軸回りに互いに対してスライドおよ
び／または回転を行う任意の他の組立体を含む。
【００２８】
　図１０Ａないし１０Ｈを参照すると、スライダ３７０は、ガイド３６０を受け入れるた
めの凹部３７１を有する内面３７２を有する。スライダ３７０の内面３７２は、凹部３７
１がガイド３６０を受け入れる際に、ガイド３６０の外面３６２に接触してもよい。スラ
イダ３７０は、ガイド３６０に接触する１つまたは複数の凹部３７１を有する２つ以上の
分離された内面３７２を有するように形成してもよい。一実施形態において、スライダ３
７０の２つ以上の分離された内面３７２は、単一の凹部３７１を有する。別の実施形態に
おいて、スライダ３７０の２つ以上の分離された内面３７２は、２つ以上の凹部３７１を
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有する。
【００２９】
　付加的にまたは代替的に、スライダ３７０の１つまたは複数の凹部３７１は、１つまた
は複数のガイド３６０を受け入れてもよい。例えば、スライダ３７０の両端に２つの凹部
３７１を有する単一のスライダ３７０は、各凹部３７１が別々のガイド３６０を受け入れ
るように、２つのガイド３６０の間に位置させてもよい。別の例として、１つまたは複数
の凹部３７１を有する複数のスライダ３７０は、複数のガイド３６０に係合および／また
は取り付けがなされてもよく、ここで、各スライダ３７０は、ガイド３６０の１つだけを
受け入れる。一実施形態において、複数のガイド３６０が、シートに連結されるように形
成され、スライダ３７０の内面３７２によって規定される各凹部３７１は、ガイド３６０
の１つを受け入れる。凹部３７１にガイド３６０を受け入れる際に、スライダ３７０は、
ガイド３６０へ係合および／または取り付けがなされてもよい。
【００３０】
　スライダ３７０および／またはガイド３６０は、互いに対して回転および／またはスラ
イドを行ってもよい。一実施形態において、スライダ３７０は、ガイド３６０の長手軸回
りのガイド３６０に対する回転が防止される。例えば、スライダ３７０がガイド３６０に
対して回転することを防止するように、スライダ３７０は、ヘッドサポート３０２に連結
してもよい。さらなる例として、ガイド３６０に対するスライダ３７０の回転を防止する
ために、スライダ３７０の内面３７２は、くぼみ（indent）または溝（groove）などのガ
イド３６０の外面３６２の一部分に係合する、突起などの内面３７２の一部分を有するよ
うに形成してもよい。別の実施形態において、スライダ３７０は、ガイド３６０の長さ３
６４に沿ってスライドすることが防止される。さらなる実施形態により、スライダ３７０
は、ガイド３６０回りに回転すると同時に、ガイド３６０の長さ３６４に沿ってスライド
する。
【００３１】
　スライダ３７０は、スライダ３７０の凹部３７１から外面３８０へ延在する隙間３８１
を形成してもよく、それにより、スライダ３７０の内面３７２とガイド３６０の外面３６
２との間の摩擦力を増大するようにスライダ３７０の圧縮を可能とする。隙間３８１は、
相当な力を加えることもなく、変形性が高い材料からスライダ３７０を形成することもな
く、スライダ３７０の変形を可能とする。従って、スライダ３７０は、プラスチック材料
および／または金属材料のような耐久性材料から形成してもよい。一実施形態において、
スライダ３７０は、プラスチック材料から形成される。
【００３２】
　スライダ３７０は、スライダ３７０からの一体形成、スライダ３７０への取り付け、お
よび／またはスライダ３７０への連結がなされる部分を有するように形成してもよい。例
えば、スライダ３７０は、凹部３７３を有する内面３７６を有するブロック部３７４を含
んでもよい。ブロック部３７４の内面３７６によって規定される凹部３７３は、穴であっ
てもよく、それにより、ガイド３６０が受け入れられる。ブロック部３７４は、ブロック
部３７４の圧縮を容易にするための隙間なしに形成してもよい。従って、ブロック部３７
４の内面３７６は、ガイド３６０の外面３６２との最小の大きさの摩擦力を備えてもよい
。
【００３３】
　ブロック部３７４は、製造、修理等の間において、凹部３７３および／または凹部３７
１内へのガイド３６０の挿入を容易にするように形成してもよい。ブロック部３７４は、
さらに、例えば搭乗者がシートに対して調整可能ヘッドレスト３００を動かすときに、調
整経路に沿うヘッドサポート３０２の調整から生じる可能性がある、調整可能ヘッドレス
ト３００の他の構成要素との衝突、例えば据付部３４０の取付部３４２との衝突から、ス
ライダ３７０および／または摩擦部３７８を保護するように形成してもよい。ブロック部
３７４は、スライダ３７０およびガイド３６０の係合解除および／または脱離を阻止する
ための追加的な力を提供してもよい。さらに、スライダによって構成された凹部がガイド
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と同じ軸に沿って延在するようにスライダに対してガイドを整合させてもよい。
【００３４】
　スライダ３７０は、さらに、摩擦部３７８を含むように形成してもよく、ここで、摩擦
部３７８の内面３７２は、ある大きさの摩擦力をもたらすようにガイド３６０の外面３６
２に接触する凹部３７１を有する。一実施形態において、スライダ３７０は、単に摩擦部
３７８である。摩擦部３７８の内面３７２によって規定される凹部３７１は、ブロック部
３７４の内面３７６によって規定される凹部３７３の一部であってもよい。一実施形態に
おいて、スライダ３７０によって生じる摩擦力の大部分は、ガイド３６０の外面３６２へ
の摩擦部３７８の内面３７２の接触によって生じる。摩擦部３７８は、スライダ３７０の
別の部分または部品とは異なる材料から形成してもよい。
【００３５】
　スライダ３７０は、例えば、異なる形状および／または材料の１つまたは複数の保持具
３９０を使用することによって、摩擦力の大きさの変化をもたらすように形成してもよい
。スライダ３７０は、溝３８３を備えてもよい外面３８０を有する。溝３８３は、保持具
３９０を少なくとも部分的に受け入れるように位置させてもよい。加えて、スライダ３７
０の外面３８０は、１つまたは複数の保持具３９０を少なくとも部分的に受け入れるため
の１つまたは複数の溝３８３を備えてもよい。溝３８３の深さ（図示せず）は、溝３８３
の長さに沿って変化してもよい。溝３８３の深さは、溝３８３から保持具３９０を取り外
すのに必要な力の大きさを増大するために、保持具３９０の一部分、例えば、保持具３９
０の段部（notch portion）３９８に係合する段部受入部（notch-receiving portion）（
図示せず）を形成するように変化させてもよい。
【００３６】
　このような溝は、１つまたは複数の保持具を保持または係合し、または、他の方法で少
なくとも部分的に受け入れるように、スライダの面に選択的に設けられるが、スライダ上
の保持具は、代わりに、スライダを少なくとも部分的に取り囲むクランプまたはバンドで
あってもよい。このような実施形態において、溝は、省略することができる。
【００３７】
　図１１Ａないし１１Ｃに示されたガイド３６０は、外面３６２および長さ３６４を有す
る。ガイド３６０は、円形、三角形、矩形、六角形、または、任意の他の形状のような様
々な断面形状を有するように形成してもよい。非円筒ガイドを備えることによって、スラ
イダ内のガイドの相対回転は、制限または防止することができる。
【００３８】
　図１２Ａないし１２Ｅを参照すると、保持具３９０は、周囲の少なくとも一部分、例え
ば、スライダ３７０の外面３８０および／またはスライダ３７０の摩擦部３７８の外面３
８０の少なくとも一部分に接触するように位置させてもよい。保持具３９０は、スライダ
３７０の外面３８０に沿って延在するように構成された形状を有してもよい。保持具３９
０は、端部３９６と、１つまたは複数の湾曲部を有する中間部３９４と、を含んでもよい
。中間部３９４の１つまたは複数の湾曲部は、第１端部３９６から第２端部３９６へ延在
してもよい。
【００３９】
　一実施形態において、中間部３９４は、Ｃ字状とされる湾曲部を有し、すなわち、保持
具３９０は、任意の特定の書体、大きさ、および／または大文字に限定されることのない
文字「Ｃ」の全体形状を有する。端部３９６は、中間部３９４の延長部を形成するように
、中間部３９４の突出方向に延在してもよい。代わりに、端部３９６は、中間部３９４の
突出方向から離間する方向に延在してもよい。例えば、端部３９６は、中間部３９４の湾
曲部の中央から離間する外方向に延在してもよい。
【００４０】
　一実施形態において、中間部３９４の湾曲部および端部３９６は一体となって、オメガ
形状を形成し、すなわち、保持具３９０は、任意の特定の書体、大きさ、および、大文字
の少なくとも１つに限定されることのないギリシャ文字「Ω」の全体形状を有する。別の
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実施形態において、段部３９８は、中間部３９４の突出方向に対してある角度を形成する
方向に延在する端部３９６によって、中間部３９４と端部３９６との間の接続地点に形成
される。端部３９６は、さらに、中間部３９４の１つまたは複数の湾曲部に対して内方向
に延在してもよい。好ましくは、保持具３９０は、スライダ３７０の外面３８０に沿って
延在するように構成された形状を有する。例えば、保持具３９０は、スライダ３７０およ
びスライダ３７０の摩擦部３７８の少なくとも一方の外面３８０の溝３８３によって受け
入れられるように形成してもよい。
【００４１】
　もし、保持具３９０が「Ｃ」またはオメガ形状を備えるのであれば、摩擦部３７８も、
好ましくは、対応する「Ｃ」またはオメガ形状を備える。言い換えれば、摩擦部３７８の
外面または溝３８３の内面は、好ましくは、保持具３９０の形状に概ね対応する形状を備
え、それによって、実質的に均一な接触が得られ、保持具３９０が摩擦部３７８に及ぼす
力を均一に分散することができる。代わりに、分離する接触面が、摩擦部３７８と保持具
３９０との間の１つまたは複数の点または面接触のために設けることができる。
【００４２】
　保持具３９０は、スライダ３７０および摩擦部３７８の少なくとも一方の内面３７２を
ガイド３６０の外面３６２に対して押圧するのに使用してもよく、それにより、スライダ
３７０の内面３７２とガイド３６０の外面３６２との間の摩擦力を維持する。保持具３９
０を使用することによって、調整経路に沿うスライダ３７０とガイド３６０との間の意図
しない動作は、阻止および／または防止することができる。例えば、スライダ３７０とガ
イド３６０との間の意図しない動作の阻止および／または防止には、ヘッドサポート３０
２およびシートに対して調整経路に沿って固定されない調整可能ヘッドレスト３００の他
の構成要素に重力が及ぼす力、振動、加速、減速、衝突または衝撃、および／または離着
陸のような乗物の動作が及ぼす力、および、頭がヘッドサポート３０２に接触したり、頭
が調整可能ヘッドレスト３００へ軽く衝突したときの、搭乗者の頭の動作などの調整可能
ヘッドレスト３００の調整を意図しない搭乗者が及ぼす力、といった物理的な力の下で調
整可能ヘッドレスト３００の位置を維持するのに十分な摩擦力を備えることも含まれる。
保持具３９０は、プラスチックおよび／または金属化合物を含む様々な材料から形成して
もよい。一実施形態において、保持具３９０は、金属材料から形成される。
【００４３】
　スライダ３７０は、１つまたは複数の保持具３９０を支持するように形成してもよく、
それにより、スライダ３９０の内面３７２とガイド３６０の面３６２との間の摩擦力は、
１つまたは複数のさらなる保持具３９０を追加することによって増大する。一実施形態に
おいて、スライダ３７０の外面３８０は、保持具３９０を少なくとも部分的に受け入れる
ために配置された複数の溝３８３を有する。
【００４４】
　ガイド３６０、スライダ３７０、および／または保持具３９０を使用することによって
、摩擦モジュール１００および／または調整可能ヘッドレスト３００は、スライダ３７０
が調整経路に沿ってガイド３６０に対して動かされるときに、スライダ３７０の内面３７
０とガイド３６０の外面３６２との間において、予め定められた範囲内である大きさの摩
擦力を有するように形成してもよく、こうして、互いに対してガイドおよびスライダを動
かすのに必要な力の範囲を提供する。加えて、予め定められた力の範囲は、経路に沿うガ
イド３６０に関するスライダ３７０の動作の予め定められた繰り返し回数の後において維
持されるようにしてもよい。一実施形態において、ガイド３６０、スライダ３７０、およ
び／または保持具３９０に使用される材料は、予め定められた摩擦力の範囲が予め定めら
れた温度範囲にわたって維持できるように、選択される。
【００４５】
　例えば、摩擦モジュール１００のような摩擦モジュール、および／または調整可能ヘッ
ドレスト３００のような調整可能ヘッドレストは、１．４から２．７ｋｇ（３から６ポン
ド）の力の範囲を有するように形成し、その範囲の力が調整経路に沿って互いに対して構
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成要素をスライドさせるのに必要となるように形成してもよい。力の範囲内のスライド力
は、単一のガイドおよび単一のスライダによって、または、集合的に複数のガイドおよび
複数のスライダの組み合わせによって、与えることができる。例えば、力の範囲内のスラ
イド力は、さらに、単一のガイドおよびガイド上の複数のスライダによって、または、複
数のガイドおよび複数のガイド上の複数のスライダによって、与えることができる。その
結果、このようなガイドおよびスライダのそれぞれは、単独、または、１つまたは複数の
他のガイドおよびスライダの組み合わせのいずれにおいても、予め定められたスライド力
を与えるように形成することができる。
【００４６】
　このような予め定められた力の範囲は、好ましくは、構成要素の相対位置が各動作にお
いて繰り返される間において、実質的な製品寿命にわたって維持される。例えば、経路に
沿うガイド３６０に関するスライダ３７０の動作の予め定められた繰り返し回数の後であ
っても、ガイド３６０に対してスライダ３７０を動かすのに必要な力は、好ましくは、予
め定められた力の範囲内のままである。様々な繰り返し回数が選択することができるが、
１つの繰り返し回数は、１０，０００から２０，０００の範囲内で任意に選択することが
できる。
【００４７】
　構成要素の相対位置が様々な温度環境において変化することもあるので、このような予
め定められた力の範囲はまた、好ましくは、実質的な温度範囲にわたって維持される。例
えば、実質的な温度範囲にわたって、ガイド３６０に対してスライダ３７０を動かすのに
必要な力は、好ましくは、予め定められた力の範囲内のままである。様々な温度範囲が選
択することができるが、１つの例示的な温度範囲は、－２０°Ｃから＋４０°Ｃである。
【００４８】
　調整可能ヘッドレスト３００は、さらに、１つまたは複数の回転ヒンジを含んでもよい
。回転ヒンジは、例えば、中央部分３１０に対して羽根部３２０の回転を可能とするため
に、および／または、回動軸に対してヘッドサポート３０２の回動および／または回転を
可能とするための回動装置として、使用してもよい。
【００４９】
　ヘッドレストの一部または別の組立体の一部として使用されるためのいずれにしても、
回転ヒンジは、回動軸（ガイド３６０の長手軸のような）に沿って延在する長手軸を有す
るシャフト（図８Ａないし９Ｂのガイド３６０のような）と、内面（図９Ａおよび９Ｂの
内面３７２のような）を有するヒンジ付き構成要素（図８Ａないし９Ｂのスライダ３７０
のような）と、を含んでもよい。ヒンジ付き構成要素の面は、シャフトを受け入れるよう
に構成された凹部（図９Ａおよび９Ｂの凹部３７１のような）を備え、それにより、ヒン
ジ付き構成要素の内面は、シャフトの面（図８Ａないし９Ｂの外面３６２のような）に接
触する。ヒンジ付き構成要素は、反対方向に回動軸回りをシャフトに対して回転可能であ
ってもよい。ヒンジ付き構成要素は、シャフトの長手軸に沿ってシャフトに対してスライ
ドすることを防止してもよい。
【００５０】
　ヒンジ付き構成要素は、ヒンジ付き構成要素の外面（図９Ａないし９Ｂの外面３８０の
ような）へ内面が備えた凹部から延在する隙間（図９Ａないし９Ｂの隙間３８１のような
）を有するように形成してもよい。隙間は、ヒンジ付き構成要素の圧縮によって、ヒンジ
付き構成要素の面がシャフトの面に接触するようにヒンジ付き構成要素の面とシャフトの
面との間の摩擦力を増大させることを可能とする。ヒンジ付き構成要素とシャフトとの間
に発生する摩擦力は、回動軸回りのシャフトに関するヒンジ付き構成要素の意図しない動
作を阻止するのに十分であってもよい。
【００５１】
　回転ヒンジは、例えば、第１回転方向へのヒンジ付き構成要素の回転によって生じる摩
擦力が第２回転方向へのヒンジ付き構成要素の回転によって生じる摩擦力と等しくないな
どの、非対称摩擦トルクを生じるように形成してもよい。このような選択的な非対称トル
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クは、第１回転方向にヒンジ付き構成要素を回転するための力と、第２または反対方向に
ヒンジ付き構成要素を回転するためのより大きな力とを必要とすることが望まれる適用に
有利である。例えば、図１に例示されたヘッドレスト組立体の羽根部は、好ましくは、前
方向（頭へ向かう）に比較して、ヘッドサポートを提供するために、後方向（使用者の頭
から離間する）へ動かすのがより難しい。言い換えれば、羽根部を後方向に回転するのに
必要な力は、好ましくは、羽根部を前方向に回転するのに必要な力より大きく、こうして
、羽根部の位置の調整をさらに容易にして改良されたヘッドサポートを提供する。
【００５２】
　一実施形態において、ヒンジ付き構成要素の凹部から外面へ延在する隙間は、ヒンジ付
き構成要素が異なる方向に回転するときに、非対称摩擦トルクを提供するように位置させ
てもよい。
【００５３】
　別の実施形態において、ヒンジ付き構成要素の面によって規定される凹部は、ヒンジ付
き構成要素が反対方向に回転するときに非対称摩擦トルクを提供するように、形成および
／または配置がなされてもよい。さらなる実施形態において、凹部を備えたヒンジ付き構
成要素の厚い部分は、ヒンジ付き構成要素の薄い部分より厚く、それにより、ヒンジ付き
構成要素の押圧は、非対称摩擦トルクを提供するように、ヒンジ付き構成要素の厚い部分
より大きくヒンジ付き構成要素の薄い部分を圧縮する。ヒンジ付き構成要素とシャフトと
の間で発生する非対称摩擦トルクは、１つまたは複数の保持具３９０を使用することによ
って増大させてもよい。
【００５４】
　１つまたは複数の保持具３９０は、ヒンジ付き構成要素とシャフトとの間で発生する摩
擦力を増大させるのに使用してもよい。保持具３９０は、摩擦モジュール１００および調
整可能ヘッドレスト３００の少なくとも一方に対して本明細書において開示したように形
成してもよい。加えて、当業者は本明細書の記述から、回転ヒンジの特定の適用に応じた
保持具３９０の様々な変形を理解するであろう。
【００５５】
　摩擦モジュール１００および調整可能ヘッドレスト３００に関して前述したとおり、回
転ヒンジは、予め定められた範囲内の大きさの摩擦力を有するように形成してもよく、こ
うして、互いに対してその構成要素を回転するのに必要な力の範囲を提供する。加えて、
予め定められた力の範囲は、構成要素の回転の予め定められた繰り返し回数の後において
も維持されるようにしてもよい。さらに、回転ヒンジに使用される材料は、好ましくは、
予め定められた摩擦力の範囲が、予め定められた温度範囲にわたって維持されるように、
選択される。
【００５６】
　例えば、回転ヒンジは、予め定められた力の範囲を有するように形成し、その範囲の力
が回動軸回りに互いに対して構成要素を回転するのに必要とされるように形成してもよい
。力の範囲内の回転力は、単一の回転ヒンジによって、または、集合的にヒンジの組み合
わせによって、提供することができる。その結果、このような回転ヒンジのそれぞれは、
単独、または、１つまたは複数の他の回転ヒンジの組み合わせのいずれにおいても、選択
された回転力を与えるように形成することができる。
【００５７】
　予め定められた回転力の範囲は、好ましくは、構成要素の相対位置が各動作において繰
り返される間において、実質的な製品寿命にわたって維持される。例えば、回転の予め定
められた繰り返し回数の後であっても、互いに対して回転ヒンジの構成要素を回転するの
に必要な力は、好ましくは、予め定められた力の範囲内のままである。様々な繰り返し回
数が選択することができるが、１つの繰り返し回数は、１０，０００から２０，０００の
範囲内に任意に選択される。
【００５８】
　構成要素の相対位置が、様々な温度環境において変化することがあるので、予め定めら
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れた回転力の範囲も、好ましくは、実質的な温度範囲にわたって維持される。例えば、実
質的な温度範囲にわたってでさえ、回転ヒンジの構成要素を回転するのに必要な力は、好
ましくは、予め定められた力の範囲内のままである。様々な温度範囲が選択することがで
きる一方で、１つの例示的な温度範囲は、－２０°Ｃから＋４０°Ｃである。
【００５９】
　図１３Ａおよび１３Ｂを参照すると、本発明の態様による摩擦モジュール４００の別の
実施形態が例示されている。大まかな概要として、摩擦モジュール４００は、ガイド４６
０と、スライダ４７０と、を含む。摩擦モジュール４００は、さらに、１つまたは複数の
保持具４９０を含む。図１３Ａに例示されるように、保持具４９０は、保持バンドとして
形成される。摩擦モジュール４００は、互いに対してスライドおよび／または回転を行う
２つ以上の構成要素の間において予め定められた変更可能な大きさの摩擦力が望まれる任
意の装置において、きわめて有利である。例えば、摩擦モジュール４００が、家具、アー
ムレスト、トレイテーブル、延長具、調整具等のような様々な産業および適用における様
々な種類の組立体のスライダ構成要素とともに使用されるときに、きわめて有利であろう
。
【００６０】
　ガイド４６０は、ガイド４６０の長手軸に沿って延在する外面４６２を有する。スライ
ダ４７０および／またはガイド４６０は、互いに対して回転および／またはスライドを行
う。一実施形態において、スライダ４７０は、ガイド４６０の長手軸回りのガイド４６０
に関する回転を防止される。別の実施形態において、スライダ４７０は、ガイド４６０の
長さに沿って、および／またはガイド４６０の長手軸の方向にスライドすることを防止さ
れる。さらなる実施形態において、スライダ４７０は、ガイド４６０回りに回転すると同
時に、ガイド４６０の長さに沿って、および／または長手軸の方向にスライドする。
【００６１】
　スライダ４７０は、ブロック部４７４および摩擦部４７８を含む。ブロック部４７４お
よび摩擦部４７８は、それぞれ、ガイド４６０を受け入れるのに適した凹部を備える。ブ
ロック部４７４は、対象物との衝突、例えば、摩擦モジュール４００が調整可能ヘッドレ
スト３００に使用されるときの調整可能ヘッドレスト３００の構成要素との衝突からスラ
イダ４７０および／または摩擦部４７８を保護するように形成してもよい。
【００６２】
　摩擦部４７８は、ある大きさの摩擦力をもたらすようにガイド４６０の外面４６２に接
触する凹部を備えた内面を有する。摩擦部４７８は、摩擦部４７８によって規定される凹
部から摩擦部４７８の外面へ延在する隙間４８１を形成し、それにより、摩擦部４７８の
内面とガイド４６０の外面４６２との間の摩擦力を増大するように摩擦部４７８の圧縮を
可能とする。隙間４８１は、相当な力を加えることもなく、変形性が高い材料から摩擦部
４７８を形成することもなく、摩擦部４７８が変形することを可能とする。例えば、異な
る形状および／または材料の１つまたは複数の保持具４９０は、摩擦部４７８が備える凹
部の内面とガイド４６０の外面４６２との間に生じる摩擦力の大きさを増大するように摩
擦部４７８に配置してもよい。
【００６３】
　スライダ４７０の摩擦部４７８は、複数の突起４８３を有する外面を有する。突起４８
３は、例えば、突起４８３ａと突起４８３ｂとの間に、少なくとも１つの保持具４９０を
少なくとも部分的に受け入れるように形成してもよい。一実施形態において、保持具４９
０は、突起４８３ａと突起４８３ｂとの間において摩擦部４７８上に位置する際に、突起
４８３ａおよび突起４８３ｂの両方に接触する。
【００６４】
　調整可能ヘッドレストの一式は、本明細書に記載された摩擦モジュール１００および／
または回転ヒンジを含む調整可能ヘッドレスト３００の１つまたは複数の前述の構成要素
を含んでもよい。調整可能ヘッドレストの一式は、さらに、回動装置と、１つまたは複数
のクッション（図示せず）および／またはカバー材料（図示せず）と、を含む。１つまた
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は複数のクッションおよび／またはカバー材料は、ヘッドサポート３０２に連結してもよ
い。当業者は本明細書の記述から、使用者にさらなる快適性を与えるために調整可能ヘッ
ドレスト３００に１つまたは複数のクッションまたはカバー材料を使用するための適切な
技術を理解するであろう。
【００６５】
　加えて、当業者は、本明細書に提供された図面および記述に基づき調整可能ヘッドレス
トの一式をどのように組み立てるかを理解するであろう。調整可能ヘッドレスト３００の
一式の実施形態は、スライダ３７０の内面３７２とガイド３６０の外面３６２との間に生
じる摩擦力を増大または低減することにより調整経路に沿ってヘッドサポート３０２を調
整するように、組立者が使用者により必要とされる力を増大または低減することを可能と
する。
【００６６】
　スライダ３７０の内面３７２とガイド３６０の外面３６２との間に生じる摩擦力を増大
または低減するための１つの例示的な方法は、スライダ３７０へ保持具３９０を追加する
こと、または、除去することを含む。別の例示的な方法は、１つまたは複数の保持具３９
０を、異なる材料から構成されたまたは異なる形状を有する１つまたは複数の保持具３９
０と交換することを含む。さらに別の例示的な方法は、ガイド３６０および／またはスラ
イダ３７０を、異なる材料および／または形状のガイド３６０および／またはスライダ３
７０と交換することを含む。
【００６７】
　本発明の好適な実施形態が本明細書に示されおよび述べられているが、このような実施
形態は、例としてだけ提供されることが理解されるであろう。多数の変形、変更、および
、代用は、本発明の精神から逸脱することなく当業者に思い浮かぶであろう。従って、添
付の請求の範囲は、本発明の精神および範囲に属するようなこのような変形の全てを網羅
することが意図されている。
　なお、本発明の実施形態として、以下のものも含まれる。
[実施形態１]
　シートに連結されるように構成されたガイドと、
　前記ガイドに連結され、前記シートに対して調整経路に沿って移動可能であるように構
成されたヘッドサポートと、
　凹部を備えた面を有するスライダであって、該凹部は該スライダの面が前記ガイドの面
に接触するように前記ガイドを受け入れるスライダと、
　前記ガイドの面に対して前記スライダの面を押圧するように配置された保持具であって
、前記スライダの面と前記ガイドの面との間の摩擦力を維持して、前記調整経路に沿う前
記ガイドに対する前記スライダの意図しない動作を阻止する保持具と
　を備えた、調整可能ヘッドレスト。
[実施形態２]
　前記ガイドは、前記ヘッドサポートに取り付けられ、前記調整経路に沿って前記ヘッド
サポートとともに移動可能である、実施形態１に記載の調整可能ヘッドレスト。
[実施形態３]
　前記スライダは、前記ヘッドサポートに取り付けられ、前記調整経路に沿って前記ヘッ
ドサポートとともに移動可能である、実施形態１に記載の調整可能ヘッドレスト。
[実施形態４]
　シートへの据え付けのために形成される据付部をさらに備えた、実施形態１に記載の調
整可能ヘッドレスト。
[実施形態５]
　前記スライダは、前記据付部に取り付けられる、実施形態４に記載の調整可能ヘッドレ
スト。
[実施形態６]
　前記ガイドは、前記据付部に取り付けられる、実施形態４に記載の調整可能ヘッドレス
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ト。
[実施形態７]
　前記ヘッドサポートは、中央部分と、前記中央部分に対して回動動作のために連結され
る少なくとも１つの羽根部と、を含む実施形態１に記載の調整可能ヘッドレスト。
[実施形態８]
　少なくとも１つの前記羽根部は、前記調整経路に対して傾けられた回動軸回りの動作の
ために連結される、実施形態７に記載の調整可能ヘッドレスト。
[実施形態９]
　前記ヘッドサポートに連結されて、前記調整経路に対して傾けられた回動軸を有する回
動装置をさらに備え、前記回動軸回りの前記シートに関する前記ヘッドサポートの回動動
作を可能する、実施形態１に記載の調整可能ヘッドレスト。
[実施形態１０]
　前記回動装置の前記回動軸は、前記調整経路に対して垂直である、実施形態９に記載の
調整可能ヘッドレスト。
[実施形態１１]
　前記スライダは、２つ以上の凹部を備えた面を有する、実施形態１に記載の調整可能ヘ
ッドレスト。
[実施形態１２]
　前記シートに連結されるように構成された前記ガイドを複数備え、前記スライダの面が
備えた前記凹部のそれぞれは、前記ガイドの１つを受け入れる、実施形態１１に記載の調
整可能ヘッドレスト。
[実施形態１３]
　前記スライダは、前記凹部から前記スライダの外面へ延在する隙間を備え、前記スライ
ダの圧縮が前記スライダの面と前記ガイドの面との間の摩擦力を増大させることを可能と
する、実施形態１に記載の調整可能ヘッドレスト。
[実施形態１４]
　前記スライダの外面は、前記保持具を少なくとも部分的に受け入れるように配置された
溝を有する、実施形態１３に記載の調整可能ヘッドレスト。
[実施形態１５]
　前記スライダはプラスチック材料から形成される、実施形態１に記載の調整可能ヘッド
レスト。
[実施形態１６]
　前記保持具は、前記スライダの外面に沿って延在するように構成された形状を有する、
実施形態１に記載の調整可能ヘッドレスト。
[実施形態１７]
　前記保持具は、端部と、該端部の間に延在する湾曲部と、を含む実施形態１に記載の調
整可能ヘッドレスト。
[実施形態１８]
　前記湾曲部はＣ字状である、実施形態１７に記載の調整可能ヘッドレスト。
[実施形態１９]
　前記保持具の前記湾曲部および前記端部は一体となって、オメガ形状を形成する、実施
形態１８に記載の調整可能ヘッドレスト。
[実施形態２０]
　前記保持具は金属材料から形成される、実施形態１に記載の調整可能ヘッドレスト。
[実施形態２１]
　前記スライダは複数の保持具を支持するように形成され、前記スライダの面と前記ガイ
ドの面との間の摩擦力は、１つまたは複数のさらなる保持具を追加することにより増大す
る、実施形態１に記載の調整可能ヘッドレスト。
[実施形態２２]
　前記スライダの外面は、前記保持具を少なくとも部分的に受け入れるように配置された
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複数の溝を有する、実施形態２１に記載の調整可能ヘッドレスト。
[実施形態２３]
　実施形態１に記載の調整可能ヘッドレストと、
　前記ヘッドサポートに連結され、前記調整経路に対して傾けられた回動軸を有するよう
に構成された回動装置であって、前記回動軸回りの前記シートに関する前記ヘッドサポー
トの回動動作を可能にする回動装置と、
　を備えた調整可能ヘッドレストの一式。
[実施形態２４]
　前記回動装置は、前記保持具または前記スライダに連結されるように形成される、実施
形態２３に記載の調整可能ヘッドレストの一式。
[実施形態２５]
　構成要素の間に摩擦力を発生させて、経路に沿う互いに対する前記構成要素の意図しな
い動作を阻止するための摩擦モジュールであって、
　該摩擦モジュールは、
　前記構成要素の１つに連結されるように構成されたガイドであって、前記経路に沿って
延在する長手軸を有するガイドと、
　前記構成要素の別の１つに連結されるように構成されたスライダであって、前記スライ
ダの面が前記ガイドの面に接触するように前記ガイドを受け入れる凹部を備えた面を有し
、前記スライダは、前記凹部から前記スライダの外面へ延在する隙間を備え、前記スライ
ダの圧縮が前記スライダの面と前記ガイドの面との間の摩擦力を増大することを可能とす
るスライダと、
　前記ガイドの面に対して前記スライダの面を押圧するように配置された保持具であって
、前記スライダが前記経路に沿って前記ガイドに対して動かされるときに、前記スライダ
の面と前記ガイドの面との間の摩擦力を維持する保持具と、
　を備え、
　前記摩擦力は、前記経路に沿う互いに対する前記構成要素の意図しない動作を阻止する
のに十分に前記構成要素の間において発生する、摩擦モジュール。
[実施形態２６]
　前記スライダは、前記ガイドの長手軸回りの前記ガイドに対する回転を防止される、実
施形態２５に記載の摩擦モジュール。
[実施形態２７]
　前記ガイドの面に対して前記スライダの面を押圧するように配置された複数の保持具を
備えた、実施形態２５に記載の摩擦モジュール。
[実施形態２８]
　前記スライダは複数の保持具を支持するように形成され、前記スライダの面と前記ガイ
ドの面との間の摩擦力は１つまたは複数のさらなる保持具を追加することによって増大す
る、実施形態２５に記載の摩擦モジュール。
[実施形態２９]
　前記スライダの外面は、前記保持具を少なくとも部分的に受け入れるように配置された
複数の溝を有する、実施形態２８の摩擦モジュール。
[実施形態３０]
　前記経路に沿って前記ガイドに対して前記スライダを動かすのに必要な力は、予め定め
られた範囲内にある、実施形態２５に記載の摩擦モジュール。
[実施形態３１]
　力の予め定められた前記範囲は、前記経路に沿う前記ガイドに対する前記スライダの動
作の予め定められた繰り返し回数の後において維持される、実施形態３０に記載の摩擦モ
ジュール。
[実施形態３２]
　力の予め定められた前記範囲は、予め定められた温度範囲にわたって維持される、実施
形態３０に記載の摩擦モジュール。
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[実施形態３３]
　回動軸を備えた摩擦ヒンジであって、
　該摩擦ヒンジは、
　前記回動軸に沿って延在する長手軸を有するシャフトと、
　ヒンジ付き構成要素の面が前記シャフトの面に接触するように前記シャフトを受け入れ
る凹部を備えた面を有するヒンジ付き構成要素であって、該ヒンジ付き構成要素は、前記
凹部から前記ヒンジ付き構成要素の外面へ延在する隙間を備え、前記ヒンジ付き構成要素
の圧縮が前記ヒンジ付き構成要素の面と前記シャフトの面との間の摩擦力を増大すること
を可能とするヒンジ付き構成要素と、
　前記シャフトの面に対して前記ヒンジ付き構成要素の面を押圧するように配置された保
持具であって、前記ヒンジ付き構成要素が前記回動軸回りに前記シャフトに対して動かさ
れるときに、前記ヒンジ付き構成要素の面と前記シャフトの面との間の摩擦力を維持する
保持具と、
　を備え、
　前記摩擦力は、前記回動軸回りの前記シャフトに対する前記ヒンジ付き構成要素の意図
しない動作を阻止するのに十分に前記ヒンジ付き構成要素と前記シャフトとの間において
発生する、摩擦ヒンジ。
[実施形態３４]
　前記ヒンジ付き構成要素は、反対方向に前記回動軸回りに前記シャフトに対して回転可
能であり、前記凹部から前記ヒンジ付き構成要素の外面へ延在する前記隙間は、前記ヒン
ジ付き構成要素が反対方向に回転するときに、非対称摩擦トルクを与えるように位置する
、実施形態３３に記載の摩擦ヒンジ。
[実施形態３５]
　前記ヒンジ付き構成要素は、反対方向に前記回動軸回りに前記シャフトに対して回転可
能であり、前記ヒンジ付き構成要素の面が備えた前記凹部は、前記ヒンジ付き構成要素が
反対方向に回転するときに、非対称摩擦トルクを与えるように位置する、実施形態３３に
記載の摩擦ヒンジ。
[実施形態３６]
　前記ヒンジ付き構成要素は、前記シャフトの前記長手軸に沿って前記シャフトに対して
スライドすることを防止される、実施形態３３に記載の摩擦ヒンジ。
[実施形態３７]
　前記経路に沿って互いに対して前記構成要素をスライドさせるのに必要な力は、１．４
から２．７ｋｇ（３から６ポンド）の範囲内にある、実施形態２５に記載の摩擦モジュー
ル。
[実施形態３８]
　前記経路に沿って互いに対して前記構成要素をスライドさせるのに必要な力は、前記経
路に沿う互いに対する前記構成要素を動作の少なくとも１０，０００の繰り返しの後にお
いて力の前記範囲内にある、実施形態３７に記載の摩擦モジュール。
[実施形態３９]
　前記経路に沿って互いに対して前記構成要素をスライドさせるのに必要な力は、－２０
°Ｃから＋４０°Ｃの温度範囲にわたって力の前記範囲内にある、実施形態３７に記載の
摩擦モジュール。
[実施形態４０]
　複数の前記ガイドおよび複数の前記スライダを備え、複数の前記スライダのそれぞれは
、複数の前記ガイドの１つを受け入れる凹部を備えた面を有する、実施形態２５に記載の
摩擦モジュール。
[実施形態４１]
　複数の前記スライダを備え、複数の前記スライダのそれぞれは、前記ガイドを受け入れ
る凹部を備えた面を有する、実施形態２５に記載の摩擦モジュール。
[実施形態４２]
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　複数の前記ヒンジ付き構成要素を備え、複数の前記ヒンジ付き構成要素のそれぞれは、
前記シャフトを受け入れる凹部を備えた面を有する、実施形態３３に記載の摩擦ヒンジ。
[実施形態４３]
　前記保持具は保持バンドである、実施形態１に記載の調整可能ヘッドレスト。
[実施形態４４]
　前記スライダの外面は、前記スライダの外面に対する動作に対して前記保持具を少なく
とも部分的に拘束するように構成された少なくとも１つ突起を有する、実施形態１３に記
載の調整可能ヘッドレスト。
[実施形態４５]
　前記保持具は保持バンドであり、前記スライダは前記保持バンドを支持するように形成
される、実施形態２５に記載の摩擦モジュール。
[実施形態４６]
　前記スライダの外面は、前記スライダの外面に対する動作に対して前記保持バンドを少
なくとも部分的に拘束するように構成された１つまたは複数の突起を有する、実施形態４
５に記載の摩擦モジュール。

【図１】 【図２】
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【図４Ｂ】

【図４Ｃ】

【図５Ａ】
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【図５Ｂ】

【図５Ｃ】

【図６Ａ】

【図６Ｂ】

【図７】

【図８Ａ】

【図８Ｂ】
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【図９Ａ】 【図９Ｂ】

【図１０Ａ】

【図１０Ｂ】

【図１０Ｃ】

【図１０Ｄ】
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【図１０Ｅ】

【図１０Ｆ】

【図１０Ｇ】

【図１０Ｈ】 【図１１Ａ】
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【図１１Ｂ】

【図１１Ｃ】

【図１２Ａ】

【図１２Ｂ】

【図１２Ｃ】

【図１２Ｄ】

【図１２Ｅ】
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【図１３ａ】

【図１３ｂ】
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